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代表者（職・氏名） 代表取締役 山田 太郎 

 

令和６年度京丹後市商工会中小企業持続経営支援補助金（ステップアップ枠）交付申請書 

 

令和６年度京丹後市商工会中小企業持続経営支援補助金（ステップアップ枠）交付要領に基づ

き、下記のとおり補助金の交付を申請します。なお、本事業について、当申請機関以外には申請し

ないことを誓約します。 

 

記 

 

１ 交付申請額  金 ２００，０００ 円 
       ※ 申請額（消費税抜）は、千円未満切捨て 

        【内訳】 

経営改善型 200,000円 

起業支援型 円 

専門家派遣 円 

 

２ 取組実施（予定）期間   令和  年  月  日 ～ 令和  年  月  日 

 

３ 補助対象取組（事業）の内容 

補助事業名：補助事業を概観できるタイトルを記載（30文字程度） 

〈経営課題等〉 

【事業概要】当社はリングゴム等の資材パーツの製造販売を主要製品とし、少量多品種・微細

加工を強みとし関西圏を中心に事業を行っている。 

【環境分析】近年、○○市場の高まりから、当社が取り扱う資材パーツの製造・出荷の増大が

見込まれる。一方、社内では熟練技能者から若手職員への技能承継が停滞しており、当社の強

みである技術力を保持できなくなる恐れがある。 

【あるべき姿・目標を達成するために実施すべきこと＝経営課題】そこで今後の市場拡大を視

野に、自社技術の保持・増強を進めていく。 

 

〈対策案〉 

【目標達成に向けた取組】技術の見えると企業内での共有による技能承継 

【具体的取組】動画マニュアル作成 

 

〈取組によって見込まれる効果〉 

【あるべき姿、目標】当社のコア技術である△△ノウハウを強みとして定着、△△の稼働率

**％アップを見込む。併せて△△に関する情報発信を強化、新規顧客獲得を進める。 

 

 

 

※ 経営改善型及び起業支援型は、事業計画書(様式不問)を添付してください。 



 

４ 事業経費（消費税を抜いた額を換算し記入すること） 

取組総事業費            円 

補助対象経費            円  
〈内訳〉 

 

 

 

 

見積書を転記もしくは補助対象経費をできるだけ詳細に記載 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）交付決定日以降に請求・支払い行為をしたものが対象 

（事前着手届が提出されていても交付決定日以降の精算払分のみが対象） 

 

５ 事業者の概要 

業   種                      業 

創   業（設  立）        年   月   日 

資 本 金                      円 

従業員数（組合員数）                 人 

前年度又は前年の売上高                 円 

（  年  月 ～  年  月） 

代表者の年齢                      歳 

後継候補者の有無         有  ・  無 

 

６ 申請者連絡先（担当者） 

職名                電 話 （   ）    － 
 
氏名                ＦＡＸ  （   ）    － 
                 

  Ｅ-mail       @ 

 

（中小企業応援隊記入欄） 

上記事業者をコンサルティングしました。 

  令和  年  月  日 

 

 

中小企業応援隊員                  

※支援担当者が自署すること  

 

 



作成年月日 所属商工会

事業所名 代表者

郵便番号 600-8009 住所

創業年 1990 法人区分 株式 資本金 2,000,000 従業員数 15

業　種 製造業 主要商品

解決策

ｱｸｼｮﾝﾌﾟﾗﾝ

本補助金に

係る取組み

直近決算

３年後目標

目標伸び率

京都府京都市下京区四条通函谷鉾町78

事業計画概要書

2024/7/10 京丹後市商工会

株式会社ハナマル製作所 代表取締役　山田　太郎

ゴム・プラスチック部品製造業

事業所の概要

当社は△△社の下請け企業として1990年に設立。1995年より△△社以外の受注

を受け、関西圏内約150社との取引している。リングゴム等の資材パーツを主要製品と

しており、少量多品種生産・微細加工を強みとしている。

環境分析

外部環境

（機会）〇〇市場の高まりから、当社が既に扱っている、資材パーツの製造・出荷の

数量増大が見込まれる。

（脅威）同業他社や代替品の台頭により、価格競争が激化し、利益率が低下する

可能性がある。

内部環境

（強み）高度な加工技術を持ち、樹脂製品の設計・製造において優れた能力を持

つ。

（弱み）加工・設計・製造の技術が属人化しており、若手への技能承継が停滞して

いる。また環境負荷軽減の取り組みが遅れている。

３年後のあるべき姿
・高い技術力を企業に定着させ、国際競争に打ち勝つブランド力を構築する

・目標売上****千円、目標利益率**％

あるべき姿の

達成に向けた取り組み

１．環境負荷の更なる軽減による国際市場からの評価アップ

２．技術の見える化と企業内での共有による技能承継

事業計画

１．工場内消費電力モニターの設置と継続的なチェック

２．動画マニュアル作成による技能承継

２．動画マニュアル作成による技能伝承

文章での引継ぎが困難な■■作業を中心に、ベテラン職員の動作・機械操作を動画

撮影、マニュアルとして研修に利用する。

5.9% 2.9% 9.1%

財務目標

売上 売上総利益 営業利益

42,500,000 35,000,000 5,500,000

45,000,000 36,000,000 6,000,000


